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漁
業
経
営
に
関
す
る
補
償
制
度
の
改
善
の
た
め
の
漁
船
損
害
等
補
償
法
及
び
漁
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
十
二
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
七
十
一
号

漁
業
経
営
に
関
す
る
補
償
制
度
の
改
善
の
た
め
の
漁
船
損
害
等
補
償
法
及
び
漁
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正

す
る
等
の
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
漁
業
経
営
に
関
す
る
補
償
制
度
の
改
善
の
た
め
の
漁
船
損
害
等
補
償
法
及
び
漁
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
三
十
九
号
）
附
則
第
一
条
本
文
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

漁
業
経
営
に
関
す
る
補
償
制
度
の
改
善
の
た
め
の
漁
船
損
害
等
補
償
法
及
び
漁
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
法
律
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
と
す
る
。

農
林
水
産
大
臣

山
本

有
二

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

漁
業
経
営
に
関
す
る
補
償
制
度
の
改
善
の
た
め
の
漁
船
損
害
等
補
償
法
及
び
漁
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
十
二
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
七
十
二
号

漁
業
経
営
に
関
す
る
補
償
制
度
の
改
善
の
た
め
の
漁
船
損
害
等
補
償
法
及
び
漁
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正

す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
漁
業
経
営
に
関
す
る
補
償
制
度
の
改
善
の
た
め
の
漁
船
損
害
等
補
償
法
及
び
漁
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
三
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ

の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
る
。

第
二
条
を
削
る
。

第
三
条
中
「
第
十
八
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
し
、
同

条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
事
故
）

第
三
条

法
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
戦
争
及
び
変
乱
に
準
ず
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

襲
撃

二

捕
獲
、
拿だ

捕
又
は
抑
留

第
五
条
第
二
項
中
「
の
定
め
る
」
を
「
で
定
め
る
」
に
、「
添
附
し
な
け
れ
ば
」
を
「
添
付
し
な
け
れ
ば
」に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
添
附
さ
れ
た
」
を
「
添
付
さ
れ
た
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
、「
作
製
し
」
を
「
作
成
し
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
誤
」
を
「
誤
り
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
及
び
法
」
を
「
及
び
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

第
十
条
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
又
は
特
殊
保
険
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
第
一
号
中
「
又
は
特
殊
保
険
」
を
削
り
、「
解

て
つ
さ
れ
た
」
を
「
解
撤
さ
れ
た
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
若
し
く
は
特
殊
保
険
」
及
び
「
又
は

特
殊
保
険
」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
及
び
第
八
号
中
「
又
は
特
殊
保
険
」
を
削
り
、
同
項
第
九
号
中
「
普
通
損
害
保

険
」
の
下
に
「
の
基
本
部
分
（
法
第
百
十
三
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
部
分
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加

え
、「
特
殊
保
険
事
故
に
該
当
す
る
事
故
」
を
「
特
定
事
故
（
法
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
事
故
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
中
「
特
殊
保
険
」
を
「
普
通
損
害
保
険
の
特
定
特
約
部
分
（
法
第
四

十
四
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
特
約
部
分
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
に
、「
普
通
損
害
保
険
事
故
に
該
当
す
る

事
故
」
を
「
特
定
事
故
以
外
の
事
故
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
の
場
合
に
は
、」を
「
の
場
合
に
あ
つ
て
は
」
に

改
め
、「
付
加
保
険
料
」
の
下
に
「
、
同
項
第
九
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
基
本
部
分
の
純
保
険
料
、
同
項
第
十
号
の
場

合
に
あ
つ
て
は
特
定
特
約
部
分
の
純
保
険
料
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。」を
加
え
、「
て
ん
補
額
」
を「
塡
補
額
」

に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
第
百
条
第
二
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
の
定
め
る
」

を
「
で
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
三
年
か
ら
十
年
ま
で
の
期
間
」
を
「
十
五
年
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
見
出
し
中
「
払
い
も
ど
し
金
」
を
「
払
戻
金
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
解
て
つ
さ
れ
た
」
を
「
解
撤
さ
れ
た
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
満
期
保
険
」

の
下
に
「
の
基
本
部
分
」
を
加
え
、「
特
殊
保
険
事
故
に
該
当
す
る
事
故
」
を
「
特
定
事
故
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

九

満
期
保
険
の
特
定
特
約
部
分
の
保
険
の
目
的
た
る
漁
船
が
特
定
事
故
以
外
の
事
故
に
よ
り
全
損
し
、
又
は
委

付
さ
れ
た
と
き
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
の
場
合
に
は
、」を
「
の
場
合
に
あ
つ
て
は
」
に
改
め
、「
付
加
保
険
料
」
の
下
に
「
、
同
項

第
八
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
基
本
部
分
の
純
保
険
料
、
同
項
第
九
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
特
定
特
約
部
分
の
純
保
険

料
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。」を
加
え
、「
て
ん
補
額
」
を
「
塡
補
額
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
普
通
保
険
」
を
「
漁
船
保
険
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
て
ん
補
額
」
を

「
塡
補
額
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
を
削
る
。

第
十
六
条
の
十
の
見
出
し
を「（
特
定
塡
補
区
分
）」に
改
め
、
同
条
中
「
第
百
三
十
八
条
の
十
三
第
二
項
」
を
「
第

百
二
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
六
条
の
七
か
ら
第
十
六
条
の
九
ま
で
を
削
る
。

第
十
六
条
の
六
の
三
第
一
項
中
「
第
百
二
十
六
条
の
六
」
を
「
第
百
二
十
六
条
の
七
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中

「
普
通
保
険
」
を
「
漁
船
保
険
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

漁
船
積
荷
保
険
の
基
本
部
分
の
保
険
の
目
的
た
る
漁
船
積
荷
が
特
定
事
故
に
よ
り
全
損
し
た
と
き
。

四

漁
船
積
荷
保
険
の
特
定
特
約
部
分
の
保
険
の
目
的
た
る
漁
船
積
荷
が
特
定
事
故
以
外
の
事
故
に
よ
り
全
損
し

た
と
き
。

第
十
六
条
の
六
の
三
第
二
項
中
「
第
百
二
十
六
条
の
六
」
を
「
第
百
二
十
六
条
の
七
」
に
改
め
、「
の
ま
だ
経
過
し

な
い
期
間
に
対
す
る
純
保
険
料
」
の
下
に「（
同
項
第
三
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
基
本
部
分
の
純
保
険
料
、
同
項
第
四

号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
特
定
特
約
部
分
の
純
保
険
料
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
て
ん
補
額
」
を

「
塡
補
額
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
六
条
の
六
の
二
中
「
第
百
二
十
六
条
の
六
」
を
「
第
百
二
十
六
条
の
七
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
の
七

と
す
る
。
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